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研究要旨 

 本研究の目的は、アトピー性皮膚炎の診療に携わるさまざまな地域のさまざまな診療科の医師が使

え、すべての年齢層の患者の診療に必要な内容や患者や家族などの臨床の場での意思決定の参考に資す

るために必要な内容を含むアトピー性皮膚炎診療ガイドラインを作成することにより、アトピー性皮膚

炎の診療の均てん化に資することである。 

本研究班では、アトピー性皮膚炎患者にとって重要なアウトカムを改善するために必要なクリニカル

クエスチョンを 26 課題設定し、Pubmed, Cochrane Library, 医学中央雑誌などのデータベースを用いて文

献を検索し、システマティックレビューを行った。システマティックレビューの結果から、エビデンスレ

ベルの評価と統合で求められたエビデンス総体としてのエビデンスの強さ、益と害のバランスのほか、

患者の価値観の多様性、経済学的な視点なども考慮して、推奨とその強さを決定し、クリニカルクエスチ

ョンに対する推奨文を作成した。また、より詳細な情報を使用者に提供してアトピー性皮膚炎の診療に

関する理解を深めるため、アトピー性皮膚炎の診療に重要な事項について、上記のデータベースからの

情報や国内外の書籍、総説などの情報をもとに解説文を作成した。 

作成したアトピー性皮膚炎診療ガイドライン 2018の原案は、現在日本皮膚科学会、日本アレルギー学

会の代議員によるパブリックコメントを終え、近日中に最終版を公表する予定である。 
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A.研究目的 

アトピー性皮膚炎は乳幼児から小児、青年

に多く発症する慢性アレルギー性疾患で、科

学的なエビデンスに基づく適切な治療によっ

て良好な状態を維持することで寛解が期待さ

れるが、一方で悪化すると生活の質の著しい

低下や他のアレルギー疾患の発症につなが

る。アトピー性皮膚炎の診療を均てん化して

国内のすべての地域でより多くの患者が良質

な医療を享受できるようにするためには、皮

膚科医、小児科医、アレルギー科医、総合診

療医など、アトピー性皮膚炎の診療に携わる

すべての医師や患者らが活用できる診療ガイ

ドラインを作成することが望まれる。しか

し、現在まで、このようなすべての年齢層の

患者を対象に、さまざまな診療科の医師や患

者を使用対象者として作成されたアトピー性

皮膚炎診療ガイドラインは存在しない。そこ

で、本研究では、現在二つあるアトピー性皮

膚炎診療ガイドラインを統一した新たな診療

ガイドラインを作成することにより、アトピ

ー性皮膚炎の診療の均てん化に資することを

目的とする。 

  

B. 研究方法 

本研究班（研究代表者、研究分担者、研究

協力者）でガイドライン作成委員会を結成す

る。このメンバーは、皮膚科医を対象とした

日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎診療ガイド

ラインの作成および小児科医やアレルギー科

医を対象とした日本アレルギー学会アトピー

性皮膚炎診療ガイドライン、食物アレルギー

診療ガイドライン、小児喘息診療ガイドライ

ンなど、多数のアレルギー疾患の診療ガイド

ライン作成に携わってきた経験を有する。ま

た、臨床研究論文のシステマティックレビュ

ーに精通している。 

今年度は、昨年度に作成した SCOPEをも

とに、その中の重要臨床課題からアトピー性

皮膚炎患者にとって重要なアウトカムを改善

するために必要なクリニカルクエスチョンを

26課題設定し、Pubmed, Cochrane Library, 医

学中央雑誌などのデータベースを用いて文献

を検索し、システマティックレビューを行

う。システマティックレビューの結果から、

エビデンスレベルの評価と統合で求められた

エビデンス総体としてのエビデンスの強さ、

益と害のバランスのほか、患者の価値観の多

様性、経済学的な視点なども考慮して推奨と

その強さを決定したクリニカルクエスチョン

に対する推奨文を作成する。推奨度を含め推

奨文の内容については、ガイドライン作成委

員会で全会一致するまで慎重に議論する。ま

た、アトピー性皮膚炎の診療に重要な事項に

関する解説文を作成する。 

また、アトピー性皮膚炎の診療に重要な事

項について解説した文章を掲載することによ

って、より詳細な情報を使用者に提供し、ア

トピー性皮膚炎の診療に関する理解を深める

ことを目的とする。 

（倫理面への配慮） 

本研究では、既に報告された臨床研究論文

のシステマティックレビューや、文献から得

た情報による解説文による診療ガイドライン

の作成のみを行う。 

 

C. 研究成果 

1)  クリニカルクエスチョンに対する推奨文

の作成 

 26課題（別添資料 1）についてキーワード

を設定して行ったシステマティックレビュー

の結果から、エビデンスレベルの評価と統合

で求められたエビデンス総体としてのエビデ

ンスの強さ、益と害のバランスのほか、患者

の価値観の多様性、経済学的な視点なども考

慮して推奨とその強さ（別添資料 2）を決定
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し、クリニカルクエスチョンに対する推奨文

を作成した。 

2)  アトピー性皮膚炎の診療に重要な事項に

関する解説文の作成 

 アトピー性皮膚炎の定義や病態、診断、

検査、治療など（別添資料 3）について、デ

ータベースを用いて検索した情報や国内外の

書籍、総説などの情報をもとに網羅的に解説

した文章を作成した。 

 これらの 2つのパートをアトピー性皮膚炎

診療ガイドライン 2018の原案として日本皮膚

科学会、日本アレルギー学会の代議員による

パブリックコメントを終え、近日中に最終版

を「日本皮膚科学会雑誌」、「アレルギー」、お

よびWeb上に、また英文版を「The Journal of 

Dermatology」、「Allergology International」に公

表する予定である。 

 

D. 考察 

 アトピー性皮膚炎は乳幼児から小児、青年

に多く発症する慢性アレルギー性疾患で、科

学的なエビデンスに基づく適切な治療によっ

て良好な状態を維持することで寛解が期待さ

れる。一方で、悪化すると生活の質の著しい

低下や他のアレルギー疾患の発症につなが

る。 

本研究で作成を進めているアトピー性皮膚

炎の診療ガイドラインができれば、さまざま

な地域のさまざまな診療科の医師が、すべて

の年齢層の患者の診療において使用できる。

また、患者や家族などが臨床の場での意思決

定の際の参考にすることもできる。 

また、重要な臨床課題から派生するクリニ

カルクエスチョンに対して、システマティッ

クレビューをもとにしたガイドラインを作成

することは、従来の教科書的な記載が多かっ

た診療ガイドラインから、Mindsの提唱する

診療ガイドラインに近づくものができると考

えている。さらに、アトピー性皮膚炎の定義

や病態、診断、検査、治療など診療に有用

な情報を網羅的に解説した文章を作成したこ

とも、アトピー性皮膚炎の診療において有用

な情報を提供すると思われる。 

 

E. 結論 

 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 2018の

原案を作成した。原案は、現在日本皮膚科学

会、日本アレルギー学会の代議員によるパブ

リックコメントを終え、近日中に最終版を

「日本皮膚科学会雑誌」、「アレルギー」、およ

びWeb上に、また英文版を「The Journal of 

Dermatology」、「Allergology International」に公

表する予定である。 
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ラインについて. 第 114 回日本皮膚科学

会総会教育講演. 横浜市. 2015.5.30. 

4. 加藤則人. アトピー性皮膚炎の外用療法
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5. 加藤則人. アトピー性皮膚炎のアドヒア

ランスを考える. 第 114 回日本皮膚科学
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6. 加藤則人. アトピー性皮膚炎、手あれ、湿

疹. ”こどもから大人まで－皮膚の乾燥で

おこる病気“. 第 31 回日本臨床皮膚科医

会・学術大会 . 市民公開講座 . 網走市 

2015.6.21. 

7. 二村昌樹：「プロアクティブ療法」を日常

診療にどのように取り入れていくか？第

52 回日本小児アレルギー学会（奈良）. 

2015.11.22 
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8. 二村昌樹：アトピー性皮膚炎治療のエビデ

ンス．第 2 回総合アレルギー講習会（横
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11. 佐伯秀久：アトピー性皮膚炎診療ガイドラ
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12. 中原剛士. シンポジウム「アレルギー予防
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13. 中原剛士. シンポジウム アトピー性皮
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回 日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会
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14. 海老原全. タクロリムス軟膏によるプロ

アクティブ療法は可能か. 第 114回日本皮

膚科学会総会、横浜、2015.5. 

15. 海老原全. アトピー性皮膚炎の治療はど

う変わっていくか. 痒みフォーラム 2015、
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16. 海老原全. アトピー性皮膚炎患者指導の

重要性. 第４５回日本皮膚アレルギー・接
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in the management of allergic skin 

diseases.第 27回国際痒みシンポジウ

ム、2017年 11月、東京都. 

44. 藤澤隆夫. アトピー性皮膚炎 治療の勘
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＜別添資料＞ 

1. アトピー性皮膚炎診療ガイドライン クリニカルクエスチョン 

 

  

CQ1. アトピー性皮膚炎の治療にステロイド外用薬はすすめられるか 

CQ2. 皮疹が十分に軽快した後もステロイド外用薬を継続する場合、塗布頻度を減らす方法とランク

（強さ）を下げて連用する方法のどちらがよいか 

CQ3. ステロイド外用薬の眼周囲への使用は眼合併症のリスクを高めるか 

CQ4. アトピー性皮膚炎の症状を改善するために抗菌外用薬を使用することはすすめられるか 

CQ5. アトピー性皮膚炎の治療にタクロリムス軟膏はすすめられるか 

CQ6. タクロリムス軟膏の外用は皮膚がんやリンパ腫の発症リスクを高めるか 

CQ7. アトピー性皮膚炎の治療に抗ヒスタミン薬はすすめられるか 

CQ8. 再燃を繰り返すアトピー性皮膚炎の湿疹病変の寛解維持にプロアクティブ療法は有用か 

CQ9. アトピー性皮膚炎の治療に保湿剤外用はすすめられるか 

CQ10. アトピー性皮膚炎にシャワー浴は有用か 

CQ11. アトピー性皮膚炎の病勢マーカーとして血清 TARC値は有用か 

CQ12. 重症アトピー性皮膚炎の治療にシクロスポリン内服はすすめられるか 

CQ13. アトピー性皮膚炎の治療に漢方療法は有用か 

CQ14. アトピー性皮膚炎の治療に環境中のダニ抗原除去はすすめられるか 

CQ15. アトピー性皮膚炎の治療にアレルゲン除去食は有用か 

CQ16. 妊娠中・授乳中の食事制限は児のアトピー性皮膚発症予防に有用か 

CQ17. 乳幼児アトピー性皮膚炎の症状改善にプロバイオティクスを投与することはすすめられるか 

CQ18. アトピー性皮膚炎は年齢とともに寛解することが期待できるか 

CQ19. 妊娠・授乳中の抗ヒスタミン剤内服は安全か 

CQ20. 妊娠・授乳中のステロイド外用は安全か 

CQ21. 石鹸を含む洗浄剤の使用はアトピー性皮膚炎の管理に有用か 

CQ22. 乳児の湿疹に沐浴剤は有用か 

CQ23. アトピー性皮膚炎の治療にポビドンヨード液の使用はすすめられるか 

CQ24. アトピー性皮膚炎の治療にブリーチバス療法はすすめられるか 

CQ25. 日焼け止めはアトピー性皮膚炎の悪化予防にすすめられるか 

CQ26. ペットの飼育、動物との接触を回避する指導はアトピー性皮膚炎の発症予防や症状改善に有用

か 
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2. アトピー性皮膚炎診療ガイドラインでのエビデンスレベルと推奨度 

 

1．アトピー性皮膚炎診療ガイドラインでのエビデンスレベル 

 エビデンスレベルは、それぞれのクリニカルクエスチョンに対する複数のエビデンスから、最終的に“1

つのエビデンスの質”として判定する。 

エビデンスレベルを決める際には、表 1 を参考にして、研究デザインを出発点として使用し、研究の

質、結果が一貫・一致しているか、研究の対象・介入・アウトカムは想定している状況に一致しているか、

種々のバイアスの有無や程度などから総合的に判断して、A～Cの 3段階で分類する。 

それぞれ「A：結果はほぼ確実であり、今後研究が新しく行われても結果が大きく変化する可能性は少

ない」「B：結果を支持する研究があるが十分ではないため、今後研究が行われた場合に結果が大きく変

化する可能性がある」「C：結果を支持する質の高い研究がない」ことを示す（表 2）。 

 

2．アトピー性皮膚炎診療ガイドラインでの推奨度 

推奨は、エビデンスレベルや臨床経験、益と害のバランス、価値観や治療に対する希望をもとに、推奨

した治療によって得られると見込まれる利益の大きさと、利益と治療によって生じうる害や負担とのバ

ランスから総合的に判断して、「1：強い推奨」と「2：弱い推奨」の 2段階で判定する。 

「強い推奨」とは、得られているエビデンスと臨床経験から判断して、推奨した治療などによって得ら

れる利益が大きく、かつ、治療によって生じうる害や負担を上回ると考えられることを指す（表 3）。こ

の場合、医師は、患者の価値観や好み、意向をふまえたうえで、推奨された治療を提案することが望まし

い。「弱い推奨」とは、得られているエビデンスと臨床経験から判断して、推奨した治療によって得られ

る利益の大きさは不確実である、または、治療によって生じうる害や負担と利益が拮抗していると考えら

れることを指す（表 3）。この場合、医師は、推奨された治療を行うかどうか、患者の価値観や好み、意

向もふまえたうえで、患者とよく相談する必要がある。 

なお、推奨度をつけにくい CQsについては、エビデンスレベルの評価のみを行う。 

  

表 1 エビデンスレベルの参考とした研究デザイン 

A 質の高い、かつ、多数の一致した結果の無作為化比較試験 

無作為化比較試験のメタアナリシス 

B 不一致な結果の無作為化比較試験 

質に疑問のある、または、少数の無作為化比較試験 

非無作為化比較試験*1 

多数の一致した結果の前後比較試験や観察研究*2 

C 少数の前後比較試験や観察研究、症例報告、専門家の意見 

 

表 2 エビデンスレベル 

A（高い） 結果はほぼ確実であり、今後研究が新しく行われても結果が大きく変

化する可能性は少ない 

B（低い） 結果を支持する研究があるが十分ではないため、今後研究が行われた
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場合に結果が大きく変化する可能性がある 

C（とても低い） 結果を支持する質の高い研究がない 

 

表 3 推奨の強さ 

1：強い推奨 

(recommend) 

推奨された治療によって得られる利益が大きく、かつ、治療によっ

て生じうる負担を上回ると考えられる 

2：弱い推奨 

(suggest) 

推奨した治療によって得られる利益の大きさは不確実である、ま

たは、治療によって生じうる害や負担と拮抗していると考えられ

る 

 

表 4 推奨度とエビデンスレベルによる臨床的意味 

  

1A 根拠のレベルが高く、治療によって得られる利益は大きく、かつ、生じうる害や

負担を上回ると考えられる 

したがって、医師は、推奨した治療を行うことが勧められる 

1B 

1C 

根拠のレベルは低い (B)、または、とても低い (C)が、治療によって得られる利

益は大きく、かつ、生じうる害や負担を上回ると考えられる 

したがって、医師は、根拠が十分でないことを理解したうえで、推奨した治療を

行うことが勧められる 

2A 

2B 

2C 

推奨した治療によって得られる利益の大きさは不確実である、または、治療によ

って生じる害や負担と拮抗していると考えられる。根拠のレベルは、高い (A)、

低い (B)、とても低い (C) 

したがって、医師は、治療を選択して提示し、患者と治療を行う（または行わな

い）か相談することが勧められる 
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3. アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 疾患解説の項目 

 

1. はじめに  経緯、免責、方法、エビデンスレベル、推奨度 

2. 定義など  病態、疫学、経過、予後 

3. 診断  診断基準、皮疹の特徴、鑑別診断、重症度、QOL 評価法、検査 

4. 治療  目標、イントロダクション 

5. スキンケア  保湿外用剤、シャワー・入浴、清拭など 

6. 薬物療法   ステロイド外用薬、タクロリムス外用薬、プロアクティブ療 

法、シクロスポリン、抗ヒスタミン薬、ステロイド内服薬、漢方薬、妊婦・

授乳婦への配慮など 

7. 悪化因子  非特異的刺激、食物、汗、吸入アレルゲン、接触アレルゲン、  

細菌・真菌 

8. 心身医学的側面  

9. 合併症  アレルギー疾患、感染症の診断と治療、眼合併症 

10. 紫外線療法 

11. 入院治療  適応 

12. 小児での注意事項 

13. 教育 

14. その他  プロバイオティクス、補完代替療法など 

15. 治療アドヒアランス 

16. 専門医師への紹介 

17. 治療の手順  アルゴリズム 
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 書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 瀧川雅浩、

渡辺晋一 

皮膚疾患 最新の

治療2014-2015 

南江堂 東京 2015 31-33 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の

プロアクティブ療法

は有用か？ 

宮地良樹 EBM 皮膚疾患の

治療up-to-date 

中外医学社 東京 2015 8-12 

加藤則人 ライフステージに合

わせたステロイド外

用療法の実際－成人 

塩原哲夫 アトピー性皮膚炎

治療のためのステ

ロイド外用薬パー

フェクトブック 

南江堂 東京 2015 131-137 

加藤則人 アトピー性皮膚炎に

対してタクロリムス

軟膏とステロイド外

用剤の比較は？ 

河合眞一 実践に活かす！ス

テロイドのエビデ

ンス 

羊土社 東京 2015 230-231 

加藤則人 アトピー性皮膚炎に

対するステロイド外

用薬のランクと使用

期間に関するエビデ

ンスは？ 

河合眞一 実践に活かす！ス

テロイドのエビデ

ンス 

羊土社 東京 2015 232-234 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 山口徹、北原

光夫 

今日の治療指診

2015年版 

医学書院 東京 2015 1136-1137 

Tamagawa-

Mineoka R, 

Katoh N. 

Role of platelets in 

immunology of the 

skin. Immunology of 

the skin.  

Kabashima K Basic and clinical 

sciences in skin 

immune responses 

Springer  

Japan 

Tokyo 2016 213-227 

加藤則人 外用ステロイドの特

徴と使い分け 

金澤一郎、永

井良三 

今日の治療指針 

2016年版 

医学書院 東京 2016 1226 

加藤則人 スキンケアでアトピ

ー性皮膚炎は予防で

きるか？ 

宮地良樹、鶴

田大輔 

WHAT’S NEW in 

皮膚科学2016-

2017 

メディカル

レビュー社 

東京 2016 24-25 
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戸田さゆ

り、秀道広 

アトピー性皮膚炎の

評価方法と重症度分

類 

塩原哲夫 アトピー性皮膚

炎治療のための

ステロイド外用

薬パーフェクト

南山堂 東京 2015 88-97 

横林ひと

み、秀道広 

Primary Care Review 

アトピー性皮膚炎の

診断と治療 

小嶋一、本

村和久、井

上真智子 

新・総合診療医

学 Case & Review 

カイ書林 東京 2015 116-120 

田中暁生 アトピー性皮膚炎の

疫学 

佐藤伸一 医学の歩み ア

トピー性皮膚炎

Update 

医歯薬出版

株式会社 

東京 2016 5-9 

佐伯秀久 アレルギー疾患：ア

トピー性皮膚炎 

田原卓宏他 移行期医療 中山書店 東京 2015 65-72 

田中暁生 アトピー性皮膚炎の

疫学調査からわかっ

たこと 

宮地良樹、

鶴田大輔 

WHAT’S NEW in 

皮膚科学 

メディカル

レビュー社 

東京 2016 48-49 

加藤則人  外用ステロイドの特

徴と使い分け 

金澤一郎、

永井良三 

今日の治療指針 

2016年版 

医学書院 東京 2016 1226 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診

療ガイドラインの検

証 

古川福実、

渡辺晋一 

皮膚疾患最新の

治療 2016-2017 

南江堂 東京 2016 5-7 

海老原全 タクロリムス水和物

軟膏の上手な使い方

を教えてください 

大谷道輝 

宮地良樹 

 

マイスターから

学ぶ皮膚科治療

薬の服薬指導術 

メディカル

レビュー社 

東京 2016 50-51 

海老原全 アトピー性皮膚炎の

全身療法 

佐藤伸一 別冊・医学のあ

ゆみアトピー性

皮膚炎 

医歯薬出版

社 

東京 2016 95-99 

佐伯秀久 アトピー性皮膚炎 渡辺晋一他 皮膚疾患最新の治

療 2017-2018 

南江堂 東京 2017 37-39 

中原剛士  

 

アトピー性皮膚炎に

おけるステロイド外

用薬のプロアクティ

ブ療法について教え

てください。 

大谷道輝 

宮地良樹 

マイスターから学

ぶ 皮膚科治療薬

の服薬指導術 

メディカル

レビュー社 

東京 2016 34-35 
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中原剛士 アトピー性皮膚炎の

プロアクティブ療法 

宮地良樹 そこが知りたい 

達人が伝授する日

常皮膚診療の極意

と裏ワザ 

全日本病院

出版会 

東京 2016 123-128 

中原剛士 思春期・成人期アト

ピー性皮膚炎 

宮坂信之 別冊日本臨牀 日本臨牀社 大阪 2016 108-113 

Katoh N Systemic Treatment Katayama I, 

Murota H, 

Satoh T 

Evolution of atopic 

dermatitis in the 

21st century. 

Springer 

Nature 

Singapo-

re 

2017 289-300 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診

療ガイドラインの検

証 

古川福実、

渡辺晋一 

皮膚疾患最新の

治療 2017-2018 

南江堂 東京 2017 5-7 

加藤則人 外用ステロイドの特

徴と使い分け 

金澤一郎、永

井良三 

今日の治療指針 

2017年版 

医学書院 東京 2017 1176 

加藤則人 アトピックドライス

キンにもステロイド

外用薬を使用すべき

か 

宮地良樹 専門医でも聞きた

い皮膚科診療100

の質問 

メディカル

レビュー社 

東京 2017 32-34 

加藤則人 アトピー性皮膚炎

（成人） 

秀道広、青山

裕美、加藤則

人 

パワーアップ皮膚

科診療ハンドブッ

ク  

中山書店 東京 印刷中  

加藤則人 アトピー性皮膚炎 金澤一郎、永

井良三 

今日の治療指針

2019年版－私はこ

うして治療してい

る 

医学書院 東京 印刷中  

加藤則人 「アトピックドライ

スキン」、

「Hertoghe徴候、

「Dennie’s line」 

宮地良樹、安

部正敏 

ジェネラリスト必

携！この皮膚疾患

のこの発疹 

医学書院 東京 印刷中  

加藤則人 「プロアクティブ療

法はどこまで有用

か？」、「アトピッ

クドライスキン」 

宮地良樹、大

嶋勇成 

こどもの皮膚の見

方 

診断と治療

社 

東京 印刷中  
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加藤則人 アトピー性皮膚炎 矢崎義雄 新臨床内科学 第

10版 

医学書院 東京 印刷中  

佐伯秀久 アトピー性皮膚炎 門脇 孝他 診療ガイドライン

UP-TO DATE 20

18～2019 

メディカル

レビュー社 

大阪 2018 654-658 

Saeki H Diagnosis and Japanese 

guideline 

Katayama I, 

Murota H, 

Satoh T 

Evolution of atopic 

dermatitis in the 

21st century. 

Springer Na

ture 

Singapo- 

re 

201７ 265-80 

Nakahara  
T 

Lifestyle of Japan and 
atopic dermatitis 

Ichiro 
Katayama 

Evolution of atopic 
dermatitis in the 
21st century 

Springer 
Nature 

Singapo-
re 

2017 369-381 

秀 道広 アトピー性皮膚炎 矢崎義男 朝倉内科学 朝倉書店 東京 2017 1336- 

1337 

海老原全 皮膚常在菌とアトピー
性皮膚炎 

宮地良樹、 

常深祐一郎 

WHAT’S NEW in 
皮 膚 科 学 2018-
2019 

メディカル
レビュー社 

東京 2018 22-23 

二村昌樹 ここから始める食物ア
レルギー 

二村昌樹 ここから始める 
食物アレルギー 

医学と看護
社 

東京 2018 1-52 

二村昌樹 とことん解説I アト
ピー性皮膚炎 

大矢幸弘 子どものアレルギ
ー アトピー性皮
膚炎・食物アレル
ギー・気管支喘息 

文芸春秋 東京 2017 62-87 
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日本語雑誌                                                                                     

 

  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名 巻号 ページ 出版年 

加藤則人 皮膚症状からの評価. －アレルギー

疾患の有効性評価－ 

アレルギー・免疫 22 88-93 2015 

加藤則人 皮膚疾患に対する内服薬のアドヒア

ランスを高めるためには 

Dermatology Today 20 12-17 2015 

加藤則人 小児アトピー性皮膚炎の治療 MB Derma 236 8-13 2015 

加藤則人 アトピー性皮膚炎とautoantigen 臨床免疫・アレルギー

科 

64 250-254 2015 

加藤則人 総合アレルギー専門医に求められる

皮膚科領域 

喘息 28 61-65 2015 

加藤則人 皮膚アレルギーのトピックス 医学と薬学 72 1697-1701 2015 

加藤則人 京都府下の一地区におけるアトピー

性皮膚炎の疫学調査 

臨床免疫・アレルギー

科 

64 546-549 2015 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の治療アドヒアラ

ンス 

医学のあゆみ 256 75-79 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 BIO Clinica 31 23-27 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 小児内科 48 459-463 2016 

加藤則人 ステロイド外用薬 レジデント 9 14-20 2016 

秀 道広 アトピー性皮膚炎・蕁麻疹の疫学 アレルギーの臨床 35 1035-1038 2015 

佐伯秀久 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン

2015―薬物療法のポイント― 

アレルギー 64 1306-1312 2015 

佐伯秀久 アレルギー疾患ガイドラインダイジ

ェスト：アトピー性皮膚炎 

アレルギーの臨床 35 844-848 2015 

佐伯秀久 

 

アトピー性皮膚炎のガイドライン概

説  

医学のあゆみ 256 43-48 2015 

 

中原 剛士, 中原 真

希子 

かゆみは何のためにあるのか：かゆ

みと疾患 アトピー性皮膚炎  

臨牀と研究 92 420-426 2015 

中原剛士、竹内聡、

古江増隆 

石垣島におけるアトピー性皮膚炎の

コホート研究 

臨床免疫・アレルギー

科 

64 540-545 2015 

長尾みづほ 新生児期・乳児期の皮膚疾患 乳児

アトピー性皮膚炎 

小児科診療 78 1458-62 2015 
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長尾みづほ 【小児を診る!皮膚科医の心得】(第I

I部)(1章)知っておきたい療法 食物

アレルギーに対する経口免疫療法 

皮膚科の臨床 57 950-7 2015 

鈴木加余子、松永佳

世子、矢上晶子、足

立厚子、池澤優子、

伊藤明子、乾重樹、

上津直子、海老原

全、ほか 

ジャパニーズスタンダードアレルゲ

ン(2008)の陽性率 2010年〜2012年の

推移 

J Environ Dermatol Cutan 

Allergol 

 

9 101-109 2015 

加藤 則人, 佐伯 秀

久, 中原 剛士, 田中 

暁生, 椛島 健治, 菅

谷 誠, 室田 浩之, 

海老原 全, 片岡 葉

子, 相原 道子, 江藤 

隆史 

アトピー性皮膚炎診療ガイドライン

2016年版 

日皮会誌 126 121-55 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の治療アドヒアラ

ンス 

医学のあゆみ 256 75-79 2016 

加藤則人 アドヒアランスから考える外用薬の

現状. －皮膚領域の外用療法を見直

す－ 

Progress in Medicine 34 2095-2098 2016 

加藤則人 皮膚アレルギーに関する最近のトピ

ックス  

日本皮膚アレルギー・

接触皮膚炎学会雑誌 

10 1-5 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 BIO Clinica  31:  23-27 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎 小児内科  48 459-463 2016 

加藤則人 ステロイド外用薬 レジデント 9 14-20 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の新しい治療につ

いて 

日臨皮誌  33 601-603 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎の治療アドヒアラ

ンス. アトピー性皮膚炎 UPDATE  

別冊. 医学のあゆみ 256 74-78 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 日内会誌 106 586-590 2017 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン

2016の解説 

医学と薬学 74 391-396 2017 

田中暁生 アトピー性皮膚炎の疫学 医学のあゆみ 256 5-9 2016 

秀 道広, 田中暁生 アレルギー性皮膚疾患診療の勘所 日内会誌 105 1942-51 2016 
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海老原全 アトピー性皮膚炎の全身療法 医学のあゆみ 256 96-100 2016 

川崎洋、海老原全 マイクロバイオーム (microbiome) 臨床皮膚科 70 47-52 2016 

佐伯秀久 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン

2016年版の概説 

皮膚と美容 48  59-65 2016 

佐伯秀久 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 日本医師会雑誌 145  S74 2016 

二村昌樹、二村恭子 アトピー性皮膚炎の標準治療のこれ

までとこれから 

チャイルドヘルス 19 735-738 2016 

中原剛士 アトピー性皮膚炎の治療アドヒアラ

ンス 

アレルギーの臨床 36-492 22-26 2016 

中原剛士、森本宏、

村上尚史、古江増隆 

アトピー性皮膚炎治療におけるタク

ロリムスの新たな役割－最近の話題

－ 

西日本皮膚科 78-5 468-474 2016 

中原真希子、中原剛

士 

アレルギー疾患の治療 アトピー性

皮膚炎 

臨牀と研究 93-2 163-169 2016 

藤澤隆夫 アレルギー疾患の診かた-小児科 日本医師会雑誌 145 s82-53 2016 

藤澤隆夫、 

長尾みづほ 

消化管アレルギーの診断と治療-薬

物療法 

小児内科 48 1336-39 2016 

長尾みづほ 他 新生児期から始めるスキンケア チャイルド ヘルス 19 935-938 2016 

二村昌樹、山本貴和

子、齋藤麻耶子、

Batchelor J, 中原真希

子、中原剛士、古江

増隆、大矢幸弘. 

ステロイド外用薬への不安評価尺度

TOPICOP日本語版の作成と実行可

能性の検討.  

アレルギー 65 66-72 2016 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 日内会誌 106 586-590 2017 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン
2016の解説 

医学と薬学 74 391-396 2017 

加藤則人 日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎診

療ガイドライン 2016年版について 

Dermatology Today 28 4-9 2017 

加藤則人 日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎診

療ガイドライン 2016 年版－外用療

法を中心に 

日本皮膚アレルギー・接

触皮膚炎学会雑誌 

11 215-219 2017 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 日内会誌 106 586-590 2017 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン
2016年版の解説 

小児科臨床 70 819-824 2017 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライン
2015のワンポイント解説 

アレルギー 66 991-994 2017 
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 発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名  巻号 ページ 出版年 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライ
ン2016年版の概要 

小児科臨床 70  1937-
1942 

2017 

加藤則人 アトピー性皮膚炎診療ガイドライ
ン2016年版の解説 

Visual Dermatology 17 51-55 2018 

加藤則人 皮膚アレルギー疾患対策の現状と
課題 

医薬ジャーナル 54 93-98 2018 

加藤則人 アトピー性皮膚炎  モダンフィジシャン （印刷
中） 

  

高山かおる、片山一
朗、室田浩之、佐藤
貴浩、戸倉新樹、椛
島健治、塩原哲夫、
加藤則人、矢上晶
子、 足立厚子、横
関博雄 

手湿疹診療ガイドライン 日皮会誌 128 367-386 2018 

佐伯秀久 小児アトピー性皮膚炎―ガイドラ
インを中心に― 

MB ENT 204 45-52 2017 

佐伯秀久 アトピー性皮膚炎診療ガイドライ
ン改訂の要点 

臨皮 71 143-147 2017 

益田浩司、加藤則人 多項目同時特異的IgE検査の有用性 医学と薬学 74 599-605 2017 

田中暁生 アトピー性皮膚炎 皮膚科の臨床 59 703-710 2017 

田中暁生 汗とアトピー性皮膚炎 小児内科 49  118-121 2017 

海老原全 アトピー性皮膚炎 皮膚病診療 39（増） 106 2017 

海老原全 アトピー性皮膚炎−タクロリムス
外用療法のポイント− 

MB Derma 265 27-32 2018 

海老原全 アトピー性皮膚炎 MB Derma 268 11-17 2018 

二村昌樹、岡藤郁
夫、山本貴和子、荒
川浩一 

診療ガイドラインにおけるシステ
マティックレビューの方法 

日本小児アレルギー学会
誌 

31 89-95 2017 

藤澤隆夫 小児アトピー性皮膚炎の新しいバ
イオマーカー：癌抗原SCCA 

臨床皮膚科 72 68-71 2018 
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英語雑誌   

 発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Ito T, Wada M, Nagae K, 

Nakano-Nakamura M, 

Nakahara T, Hagihara A, Furue 

M, Uchi H. 

Triple-marker PCR assay of 

sentinel lymph node as a 

prognostic factor in 
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